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研 究 会 備 忘 録 № ７ 

研究グループ □ 効率性研究グループ       ■ しくみ研究グループ 

日    時 平成１９年７月 12 日（木）１６：００～１９：００ 

会    場 新館４階 424 会議室 

出  席  者 岩下、佐藤、團野、前田、山下、和田 

内                 容 

テ ー マ コ メ ン ト 

○市民満足度アンケートの

分析について 

各項目の調査結果について以下の内容に分類する。 

◎：今後の研究課題として重要。率先して研究課題とする。 

●：今後検討の余地あり。状況に応じ研究課題とする。 

▲：市民力の反映は困難であり、今回の研究では見送る。 

■快適に暮らす 

５．快適な環境づくり 

 

 

 

 

  

６．安定した水道の供給 

 

 

 

 

７．公共下水道（雨水・下水）

の整備 

 

５．火葬場の適正な管理 

 

 

 

 

 

６．適正なごみの処理 

 

 

 

 

 

 

リンク追加：Ｃ－８、Ｃ－１３ 

結論：▲ 

 ・現状として満足している 

 ・具体的な開発計画は市及び区画整理組合で行い、市民力の反映は困       

難 

 

結論：▲ 

 ・現状には満足している（福岡市水道企業団と提携により水源は確保

しており、水不足には対応できている。） 

 ・水道料金が高いという点で一部不満足があるのでは？ 

 

結論：▲ 

 ・「６．」の質疑と同様である。 

 

結論：▲ 

 ・火葬場「大宰府北寿苑」について知らない人が多いようだ。 

 ・維持管理のための市の負担額は大きい。 

 ・大野城市民および太宰府市民の利用金額が安価であることは興味深

いが・・・ 

 

リンク追加：Ｄ－２ 

結論：● 

 ・分別に市民力を活用できる可能性あり。 

 ・過度な分別や市民の負担増大は不満につながる。 

 ・マイバックの推進等によるごみの削減などができるのでは？ 
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■計画的にまちをつくる 

８．調和のある土地利用 

 

 

 

 

 

７．かがやく市街地づくり 

 

 

 

結論：▲ 

 ・市民の意見としては、自然環境の保全と計画的な開発に割れていた

が、計画的な開発は市街地内であれば直接自然環境の破壊につなが

らず、マスタープランにおいても自然環境の保護については考慮し

ていることから、実際には満足している。 

 

結論：▲ 

 ・「■快適に暮らす ５．」と同様である。 

 

■活力ある産業経済を育て  

る 

９．市民生活と調和した農林

業の振興 

 

 

 

１２．活気ある商工業と観光

の振興 

 

 

 

 

結論：● 

 ・学校や近隣の住民と共同で取り組むことにより、住民同士のつな

がりができることなどや、農林業の学習の場となり得ることなどか

ら、生涯学習の面において研究の余地があるのでは？ 

 

結論：● 

 ・各地区の盆踊り等の、地区主催による祭りなどが、住民自治にお

ける研究課題にできそう。 

 

 

■便利な交通・情報ネットワ

ークをつくる 

１０．快適な道路網の整備 

 

 

１１．便利な交通機関の整備 

 

 

８．円滑な交通対策 

 

 

 

９．新しい情報推進施策の推 

進 

 

 

結論：▲ 

 ・区画整理に関する項目と同様。市民力の反映は困難。 

 

結論：▲ 

 ・同上。 

 

結論：● 

 ・違法駐車等は原則警察が取り締まるものだが、それらをさせない環

境づくりは、市民力で対応できる部分も考え得るのでは？ 

 

結論：● 

 ・市民力の反映は難しいが、情報公開の面で検討の余地あり。 

 
 


